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マルタ共和国を訪ねて
一一第15回国際平和学会に参加
平成7年12月
December 1995 
Visiting MALT A to Attend XV GENERAL CONFERENCE of 
INTERNATIONAL PEACE RESEARCH ASSOCIATION 
太田結子
Yuiko OTA 
I はじめに
1994年10月，地中海に浮かぶ小島の国，マルタ共和国の
首都パレッタで，1週間にわたって開催された，第15回国
際平和学会一 INTERNATIONALPEACE RESEARCH 
ASSOCIATION・ XV GENERAL CONFERENCE一（略して
IPRA）の一部に参加する機会を得た。紀元前5世紀から
の歴史を確実にその上にとどめたエキゾチックな白い島は，
青い海の中にポッカリと浮かんでいた。夫と共に属するこ
の学会の隔年の総会に出席して，人々と出合い， 又，老人
ホームや病院を訪問して来たので，ここに紹介したい。
I 第15回IPRA大会から
1. IPRAの目的
「IPRAは平和の条件や，戦争や他の形の暴力の原因に
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写真1 学会案内
ついて学際的研究を促進することを目的とする。この目的に沿って， IPRAは，平和研究推進
を支援するために計画された世界規模の協力をすすめる。そして，特に圏内的，国際的な世界
平和推進に関連する研究と教育，世界の学者と教育者の連携と協力を促進する。又，その平和
研究の結果の普及を推進する。J(IPRA15回大会の案内より）
2.大会要項
期間： 1994年10月31日～11月4日
開催地：マルタ共和国パレッタ市
担当 ：マルタ大学平和と紛争研究学部
主題：異文化問の紛争 平和研究と教育の任務
Intercultural Conflicts The Role of Peace Research and Education 
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全体会のテーマ
(1）世界平和における民族的衡突
(2）文化的相違一交差する文化における紛争と地域問題一 地中海地域の事例
研究から
(3）多民族社会における平和教育一実施の方策
(4）今後10年間における平和研究の方向
専門委員会のテーマ
0環境保護
0平和の歴史
0食糧問題
0国際紛争
0圏内紛争
0婦人と平和
0次世紀における平和研究の方向
。平和運動
0コミュニケーション研究
3.参会者
0防衛と軍縮
0人間の限界
0平和の構築
0東ヨーロッパ
0難民問題
。非暴力
0平和教育
0平和建設と国際的不一致
0ユネスコと協力する諸大学のプログラム
常置された事務局をもたないためか，参会者の人数や国籍数，所属などのまとまった報告も
ないので推測する以外にはないが，少なくとも250人は参加していたと思われる。ちなみに前
回第14回大会は京都市で開かれ，40ヶ国から280人が参加し，日本国内からの参加者とで合計470
人集ったとの記録がある。会期中のコーヒープレーク時の人々の交流は，あたたかく，なごや
かで真実な雰囲気であった。研究や活動に忙しく動きまわっている人達が， 二年ぶりの再会で
お互いを確認し合い，同じ目的をもって思いを交流しあっている姿に感動した。 学際的な学会
であるから，国際政治学者，平和学研究者，平和運動家，教育者，女性や子供・障害者などの
社会的弱者・小数民族・植民地支配を受けている
地域の人々等・様々な分野での人権や解放の課題
を追求する研究者や活動家等多彩な人々の集まり
で，日本からも，日本平和学会のメンバーや教師
など20人近くが参加した。私は，会場で，フィリ
ピンから参加した一人の看護婦とのたのしい交流
をもつことが出来た。全体会の大会場で，次々と
熱烈に質問や意見が交換される様子は，さすが
常々誠実に考え，行動している人達であると思い，
この地球世界の希望をみるおもいがした。
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写真2 演壇上の講演者
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4.平和フ工アーとマルタ大学
会期中，諸大学や，組織の，平和に関する印刷物，図書，視聴覚教材や活動の紹介等のフェアー
が聞かれていた。そうした出版物，パンフレット， ちらし等の並ぶ中に，マルタの特産品の店が，
華やかに並んで、，リラックスした雰囲気をそえていた。
展示物の中にマルタ大学の紹介があった。1592年に基礎をおくマルタ大学には現在5000人の
学生が在籍し，教師陣は500人との事，1994年度には世界48ヶ国から170人の外国人留学生が登
録され学んでいる。農学，工学， 電気工学，諸社会科学，神学もあり，ヘルスケア学部には，
看護， 言語療法，環境保健，臨床検査，物理療法，放射線， 作業療法，歯科技工， 助産学等が
含まれている。 地中海地域研究科には，水研究や音楽研究の修士課程もあり，この地域の特殊
性があらわれている。又，「平和と紛争の研究」学部があるという事に，この国の長い被占領
の歴史の上にたって， （別 掲）「平和と紛争の研究」学部の基本方針
悲願とも云える人々 の
願いがこめられている
と思った。マルタ国民
は，マルタが，その地
中海地域での平和を築
いていく大切な役割を
もっていると考えてい
る。この学部の基本方
針を英文のまま別掲し
た。又，この学部の案
「＇heINSTITUTE’s principle objectives are as follows: 
lo promote cduじationfor a culture of peace and the development of human rights, 
exposing the di日dvantagesof violence in its various manifestations, analysing how 
lo handle conflicts nonviolently; 
to develop curiじuI um materials and conduct l巴；ichcrtraining in conflict rcsolulon, 
peace and human rights education; 
to promote contacts between members of the community in view of advancing 
discussion and reflection on connicl issues; 
to gather and disseminate information and documentation in the various日re山 of
じりnじ巴『n;
to orgλnise inter-di刈 iplin日ryconferences, seminarおandwork山口l刊日ndto publish 
itメreぉCλrじhfindings; 
lo run diplomは.undergraduate and graduate courses locally and for overseas 
students inじollahorationwith the University or Malta, inpartiじularwith the E小川Id 
De Bono Programme for th巴Designand Dcvelopmclll of Thinking, and other 
international institutions 
内パンフレットの表紙には次の言葉が書かれである。
「平和はただ条約や保証の問題ではない。人間の本性が決して変わらないと しても，人間関
係に平和的な方向を導く状況の創造にこそよるのである」（・印， 筆者）と。こうした言葉を
かかげ，貴い目的を明文化している大学をもっている事に感動し，又， 羨しく思った。この姿
勢が，小国でありながら IPRA大会をこの地で開催させるに至らせたのだと大いに納得した。
この大会の第三夜は，マルタ大学の講堂で，この「平和と紛争の研究」学部で研究している
諸国の学生達による自作自演の平和劇が，大会参加者のために上演された。「TheFirst and 
the Last」という題で，大へん抽象的な劇で理解困難であったが，原子爆弾，ヴェ トナム戦後
の傷痕，モザンピークでの地雷被爆などが取り扱われていた。多くの国々から集った学生が，
ひとつになってこれをつくり出しているという事実に胸のあっくなる思いをした。
5.討議されたこと
地中海の要所であるマルタでの会議であるから，地中海地域の平和の課題についての講演が
全体会でも中心となった。全体会の中で，ある講演のあとに，一人のアフリカからの参会者が
立ち上がり，地中海地域よ り， アフリカの問題をもっと話すべきであると，烈しく訴えられた。
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写真3 空からみるバレッタ市
アフリカの苦しみの深刻さが身に迫るおもいをした。
世界の冷戦構造が崩壊して，今，新しい思考の枠組が求められている。国内紛争， 飢餓， 難民，
少数民族，女性，等々弱者の問題は南北問題というより，強者対弱者の問題であり， それはイ
デオロギーを超えた世界共通の課題であることが話し合われた。強者がっくりつつある世界の
秋序に対して，人々の共生をつくり出していく事の重要性が語られ，そのための方策を求めて
討議された。又，環境の保全，女性や子どもの権利等についての報告や討論が重ねられた。
I マルタ共和国について
1.歴史，現況など
マルタはゴゾ島，コミノ島と他の二つの小さな島々 と共にマルタ諸島をなし，最大の島マル
タに，首都のパレッタ市があり，その最大の島と云っても函館市と同じ程の面積の小さな島で
空からみると， 青い海の中に，ぽっかり浮ぶ夢の島という感じである。しかし，地中海の中央
部にあって，航行する船の見張役としての位置を占めていること，湾や入江がつくる海岸線と
それに接する断崖などが自然の要塞としての条件をもっていること等のため，古くから海の守
りとして各国に利用されて来た。山も川もなく低い丘陵地帯には段々畑がひろがっている。温
暖な地中海性の気候は，ぶどう，オレンジ，オリーブ等を実らせてはいるが， 全体として緑が
少ない烏とみえた。特にパレッタ市は石造りの建物におおわれた，全体がお城のような不思議
なエキゾチックな感じのする島だった。最初にこの島にわたって来たのは，フェニキヤ人では
ないかとみられ，その後，ギリ シヤ，カルタゴ，ローマ，ピザンチン，アラブ，トルコ等から人々
が次々と来ては， この島を占領して来た。島には紀元前5世紀以来， 住んだ人たちのそれぞれ
の文化が跡をのこし， それがこの島を魅力的な遺跡の島としている。近く はナポレオンに率い
られたフランス軍がこの地を占領していたが，1814年に攻め入ったイギリス軍によって奪われ，
それ以来イギリスの植民地となり，島全体はイギリス海軍の要塞となって来た。資源の少ない
マルタでは，この軍隊の常駐によって経済が支えられて来た。1964年に， 150年間のイギリス
の支配から独立し，イギリス連邦内のー固となった。1974年，大統領制に移行し， 1979年には，
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イギリス軍が全面徹退した。言語はイタリア語も使われているが，マルタ語 （イタリア語に似
ている）と英語が自由に使える所から，大学も外国からの留学生がひろく受入れ易かったり，
観光にも利点があったりしている様子だ。観光で国の経済を豊かにすることを考えていて，数
年前から海水を真水にする設備が十分に設けられてからは，観光に勢いがついて，現在は，海
岸沿いに多くのホテルが新築中であったり改築されていたりした。願わくは他の観光地のよう
な汚れや乱れが入って来ないようにと，今の平和で，あたたかく，親しみのあるマルタの人々
カfそのままであってほしいと思った。
1989年12月2日に，このマルタ島の沖でブッシュ大統領とゴルバチョ フ書記長が冷戦終結の
マルタ調印をした事は，
まだ記憶に新しい。
マルタに関する若干の
数字を日本のそれとの比
較で表にしてみた。
2.マルタで出合っ
た人々
表（1) 面積，人口の比較
面 積
マ Jレ タ 316 kni 
函 自官 市 347 kni 
日 本 378万凶
人 口 人口 密度
35.9万人 1,136人／kni
30.7万人
12,445.2万人 334人／kni
1995年データブソク二宮書店
マルタの人々は， やさしい微笑をもっていて，30年前に訪れたデンマークの人々の微笑を私
に思い出させた。
滞在中，毎日，朝やけをみながら海岸線を歩いた。静かな朝の中を，一人で、走っている人，
夫婦で犬をつれている人，子ども連れ，ベンチに座って海を眺めている人。珍しい東洋人であ
る私達に，特に奇異なまなざしをむける事もなく，ふつうの交流を目と目で交わし合った。犬
がみんなよくしつけられていて，飼主の傍にきちんと寄りそって歩いていた。
ある時乗ったタクシーの運転手は，郊外に家をもっていること，その家にも最近水道水がく
るようになったことを嬉しそうに語った。その前にみやげ店でおしゃべりをした男が，水につ
いて説明してくれた時に，この上水道の普及を大へん誇ら しげに語り，政府に満足している様
子だ、った事と重ね合わせて，長い植民地としての歴史のあとに，今の国がある事を思った。
路稼パスに乗って病院を訪問しての帰りに，乗りかえパスを待っていた時のこと，二人の男
が寄って来ておしゃべりとなり，マルタでの風景の美しい所，観光客に人気のある所を紹介し，
私達のもっていた地図で，パスの乗り方まで示してく れた。 出発前に時間不足で，遺跡につい
ても全く不案内だった私達は大いに助けられた。おかげで美しい風景をみたり，聞かれていた
手作りのリネンの野外市場をみた上，ひなびた店で，新鮮なおいしい魚料理もたのしむことが
出来た。
3.新聞記事から
10月30日の新聞を街角で買ってみた。ユーゴの紛争，近日中に聞かれるカトリ ック教会の行
事，等々にまじって，日本車の宣伝ものっていた。
「大雨が降って生き返ったJには， 8月以降雨量が少なく，人参，ビー ト， 芋類などの生育が
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危ぶまれていたが，生命の水をうけて生き返ったノとよろこびながら，一方，木々のない正陵
地帯の土が水に流されていること，畑の周囲に垣をつくる事が必要なことが書かれている。
「患者の食物が職員のロッカーに」という記事には，病院で通告があって調べてみると， 二
つのロッカーに患者用の食物が入っていたとの事で，それは，それぞれ15LM, 50LMの価の
するものだ、った。警察で調べ中とある（0.38マルタリラ（LM)= 1ドル）
「マルタ刑務所の囚人の66%はマルタ人」 マルタには205人の囚人がいて，その中136人が
マルタ人，他は14の国々からの人達で，アフリ カ諸国からの人々が多く， イギリス，イタリア，
カナダ，オランダ人等も 1人宛いるとの事。それだけこの国には多くの外国人が生活している
事がうかがわれた。
宗教欄「私達は望む時に死ぬ」 ある二年間は生きると医者が保証していた白血病の男性が
ふと，自分のカルテにある病名をみてしまって，その後数日で死んで、しまった。という事実から，
人は生きる気がなくなった時には死ぬものだということから，死をおそれない事について説い
ている。それによると，人は皆必ず死ぬ。 それは生まれてくるのと同じだという。つまり，死
は新しい世界への誕生である。胎児は，あたたかく安全な母親の胎内からは出たくない。しかし，
その胎内が児にとって小さくなり，生きにくくなった時，母親から出なければならない。そし
て出て来ると，子どもは，ひろびろとした世界に腕をのばして新しい生命を生きるのだ。人が
この世の生を終るのもそんなものだ。この世での役を終った時，次の世に生れ出て，新しい生
を生きるのだと。「死」を胎児の出生とくらべた説明には，はじめて出合った。
他に，前週にあったゼネストについて，交通機関がとまったり，デモがあった状況が述べられ，
警察で調べ中とあったが， 何度よみ直しでも何のためのス トライキであったのかが見出せな
かった。考えてみると日本の新聞でも，案外とそんな事かもしれないと思った。
N 老人ホームと老人病院を訪ねて
ホテルの近くに老人ホームがある事を聞き出して，いきなり訪ねてみた。それはカトリ ック
のシスターによって運営されていて，訪問した時， ちょうどお祈りの時間だ、ったらしく， そっ
と玄関を入ると通りかかった老婦人が，シスターは今，みんなチャペルの中なので， ここの椅
子にかけてしばらく待つようにと云って下さった。車椅子のその婦人は， シスターが顔を出す
迄，離れた所から じっと私達をみていて下さった。
ホームの建物はひろい中庭を囲んだロの字型の石造りで中庭に面してず、っと回廊となってい
る。その広い廊下に椅子が散在し，お年寄りがくつろいで、座っている。面会の家族もあちこち
に見られた。 コーナーには，広い，ふかふかした椅子や美しい花が飾られたテレビもある居間
があるが， そこは空っぽだった。案内して下さったシスターによると，老人はみんな，その室
よりも廊下の方が好きな由であった。居室は20帖くらいの室に大体二人宛暮していて，木調の
家具，ベッドにはきれいなカバーがかけられている。各自の大切なものは家から持込まれてい
て写真やカード等も大切に飾られている。 特に日課などはなく，自分の意思で日常生活を送れ
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写真5 老人病院のコーナーにあるナースステー
ンョンで 写真6 高さ調節のある便座
総書； 開醸
～～～、」
写真7 おふろ（椅子っき）
写真8 座席のあるシャワ一室
写真9 配膳車と看護責任者
写真10 食事保温 トレイ 写真1 保温トレイのふたをとる
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るように考えであり，職員はそれをお手伝いするのだとのこと。老人は皆，美しく服装を整え，
お化粧をした婦人も多かった。 ホームの責任者だと云われた60歳前後のシスターは，私を案内
しながら一人一人に声をかけられる。室内でおしゃべりして居られた老人も，面会の家族といっ
しょに，私たちを室内に招じ入れ挨拶をして下さる。数日前に100歳になったというホーム最
年長の老人は，シスターに声をかけられると， それ迄のぼんやりした無表情の顔に急に生気が
輝き， 「この人はホームーのいたずらっこなんですよ」 との私へのシスタ のー説明に， 「いやこ
の人こそ一番いたずらっこのシスターなんだjと指先をつきつけて大声で云われたのには，ぴ、っ
くりした。このホームが国中で唯一の夫婦室のある所との説明であった。聞きたい事が山のよ
うにありながら， 遠慮してしまったが，静かでやさしい雰囲気をもった規制のないすみかとし
てのホームの様子をみせて頂けたことに感謝した。
ホームと背中あわせに老人病院があるから見て行きなさいというシスターの指示通り， 次に
その病院の二階のナースステーション迄，上って行った。一階は外来なのか，誰もいなくて静
かだった。
ナー スステーションでは見学の申入れを大へんよろこんで迎え入れて下さった。責任者ら し
い，背の高い40代くらいの男の人が 名札に NurseAidとかいてあったが一案内を して下
さった。写真も数枚と らせて頂いた。 何よりも， 清潔で、明るい感じに感動した。古い石造りの
建物で，日本の近代病院のような凡張面な清潔さとはちがった感じのすがすがしさがあった。
コ ナー にーあるナースステーションの壁には所せましとばかりに， たくさんのカー ドが貼られ
ていた。誕生日カー ド，お干しのカード，イースターカー ド等いろいろな種類のものがクリーム
色の壁にたのしい色を演出していた。尿便器保管， 汚物処理室が美しく整頓され， 臭いが全く
ない事も感心した。 リネン室の片付けのよさ， トイレの便座の高さの調節，木調家具，食事の
保温トレイ， 患者であっても起きている人達は昼間着姿であった。勤務者は二交代の由。のん
びり，ゆったりとたのしく働らいているようにみえた。 何事も，通りすがりの客人としてみる
だけでは言及できないと思いながら，突然の訪問でみたことは，いつもの普通の姿に間違いは
ないと思った。輸出42%，輸入78.4%という貿易依存度で，国の収入を観光の増大に努めなが
らも，平和を目ざし， 軍事費を小さくして，国民の生活をゆったりとたのしくすすめているよ
うにみえた。表2を御参照下さい。
表（2) 文明器機保有数の比較等
電話使用台数 T V使用台数 エネルギー消費 国防予算
マルタ 18万台（50.2/1日3人） 26万台（742台／1.000人JI 50万トン（l,398kg/l人） I 2.620万ドル（ 73ドル／1人）
日 本｜5 203万台（42.山 00人） ！日50万台（側台／1,00州 I4.1億ト ン（3,314匂／I人） I 3貯億ドル（318ドル／1人）
1995年データブック二宮書店
v 国営 St.Luke病院訪問
会の初日に，IPRA事務局に病院の見学訪問がしたいと相談したところ，それは保健局の許
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可が必要であるとの事，古い城内のせまい石畳のみちを歩いて探したところ古い石の建物が並
んでいる中に，旗を掲げた保健局をみつけた。小国と云えども一国の主要官庁であり，守衛，
受付と順に通って係官に到達したところ，担当者が留守の時間帯とのこと，数時間後再訪した。
歓迎するでもなく拒否するでもなく，事務的な処理で，翌朝，病院の看護責任者に合うように
手配して下さった。
石造りのベージュ色の700床の国 表（3)
立総合病院は，青い海のみえる小高
いEの上に位置していた。第二次大
戦後に建てられ，医療内容に合わな
い部分が多く なって来た病院は，一
部内部を改築していた。見せて頂い
た病棟の一つは，個室を増やすため
の改築中であった。
病院には前年に， JICAで沖縄に
しばらく行った看護婦のドリスさん
がいて片言の日本語も交えて案内し
て下さった。病院に関する諸数字は，
ドリスさんには把握されて居ず，看
護責任者は会議に出かけるので， 後
刻郵送すると云われたが，とうとう
手にすることが出来ず，確実なとこ
ろはわからない。文献から得た数値
を参考までに日本との比較で表とし
た。
看護婦の教育は4年， 3年， 2年
などの種類がある。 OT （作業療法
項 目
一年 14歳以下九
九齢。 15 -29 
年別
マ 人 30 - 44 
lレ
タロ 45 - 59 
九構
J¥ 60 - 74 
五年 成
75歳以上% 
出 生率（人口1,000あたり）
九
九 死亡 率（人口1,000あたり）
年 乳児死亡率（生児出生1,000あたり）
｛云 染病 寄生虫
死 悪 ’性 新 生
函
循 環 器 系 疾
九 吸 品千 君号 系 疾
九
年 r肖 イヒ 器 系 疾
事 放， 中 毒， 暴
半均 男
寿命 女
マルタ共和国 日 本
24 .1 18.2 
23.2 21. 7 
23.0 22.2 
15 .4 20. J 
10.5 12.6 
3.8 4.8 
14.0 9.6 
7.3 7 .0 
10.3 4.5 
病 5.5 10.8 
物 176 .8 187 .8 
撃、 363.0 251.4 
’串b、 68.5 74.4 
，曹、 22.9 44.4 
カ 36.2 47. 7 
73.0 76.1 
77 .8 82.2 
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土），PT （理学療法士），ST （言語療法土）の教育は各3年の由，病棟にはクラークが配置
されている。看護婦の勤務は，午前7時一午後7時，翌日午後7時～午前7時と二日働くと 2
日間の休みというシフトを繰返している。ICN （集中治療室）には，外科系の外傷や術後患
者も内科系の循環器疾患患者も同室で15床ほどの広い室に， アメ リカ製の器械で管理され，
M.E. （メデイカルエンジニア）やPTが医師， 看護婦と協働している。医療費は全員全く無料。
看護職は，男性，女性，ほぼ同数の由，男性の看護責任者は，女性ナースは，結婚，出産でや
めるので，こんなになると云われたので，日本にある院内保育所の事を話し，大いに羨しがら
れた。どこの病棟に行っても看護者はゆとりがあるのか， 多くの時間をつかって，ゆっくりと，
すべてを説明しつくしたいようにみえた。患者さん達にも紹介され，声をかけるように促され
忌ニ
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た。どの患者さんも，個室で動けない人までも，にこやかに応対して下さった。交通事故で背
中を固定したベットでねている少年の母親も，右足がこんなに動くようになったと誇ら しげに
足を動かしてみせて下さった。火傷者のための病棟だと案内された所は4床室が二つあり，各
ベットの聞に隔壁があり，個々に相互の感染防止が考えられていた。清潔区域だということで
ディスポーザブルの帽子，予防衣， オーバーシューズを使ったが，手洗いはしなかった。こう
して隔てられて一人一人，寝ている患者さん達が，みるも痛ましい創傷をもちながら，隣の人
と話している姿にびっくりした。どの人も 「患者」という言葉でくく ってしまえない， 一人一
人が個人であり， その個人が自分の責任で病気と闘っているという感じがした。エァーベッド
や，シャワーパス等の看護用具，設備なども， いろいろ見せて下さった。内視鏡室の責任者は，
日本では内視鏡で胃内のものを切除すると聞いたが，本当かと質問された。腎移植はするが骨
髄移植はイギリスでしてもらっている等，話は尽きず，産婦人科，小児科にも案内すると云わ
れるのを時間がなくなって失礼して帰らざるを得なかった。帰途，美しいチャペルがあり，病
院の中に祈りの場を用意できる国である事を考えた。
VI おわりに
マルタの印象は， 単語を並べて表現してみると，ブーゲンピリア，爽竹桃，ハイビスカス，
大小のサボテン，白い石の家，古い建物， 美しい教会の数々 ， それぞれに趣向をこらした楽し
い扉のある家々，未整理な博物館，数 の々遺跡，郊外の羊の群やぶどう畑，青い海と色あざや
かなボートとヨットの群れ， 9セントでどこへでも行けるパス，英語で用が足せる，食物はお
いしそうにみえても余りおいしくなく量が多すぎる，しかしお魚は新鮮，多勢の観光客と何よ
りもフレンドリ イであたたかい人々……。魅力的な国だった。長い間，多くの国の支配を受け
て来たのに（又は支配されてきたために）心がひろく，これからの世界のために，平和の働ら
きに心をこめ，自国の行政と発展にプライ ドをもった人たち。と云いたい。
この一週間の旅は，世界の平和と，人々の平等な人権の実現への願いが，具体的な形となっ
て行く事の希望の灯を見，地球上の人々のぬくも りを感ずることのできたありがたいもので
あった。
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